
CLI Pythonモジュール

Pythonプログラマビリティでは、CLIを使用して IOSと対話できる Pythonモジュールを提供
しています。
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• CLI Pythonモジュールの機能情報（6ページ）

Python CLIモジュールについて

Pythonについて
Cisco IOSXEデバイスは、ゲストシェル内でインタラクティブおよび非インタラクティブ（ス
クリプト）の両方のモードで Pythonバージョン 2.7をサポートします。Pythonスクリプト機能
により、デバイスのCLIにプログラムを使用してアクセスして、さまざまなタスク、およびゼ
ロタッチプロビジョニングまたは Embedded Event Manager（EEM）アクションを実行するこ
とができます。

Pythonスクリプトの概要
Pythonは、仮想化されたLinuxベースの環境であるゲストシェルで実行されます。詳細につい
ては、「ゲストシェル」の章を参照してください。シスコが提供する Pythonモジュールは、
ユーザの Pythonスクリプトがホストデバイス上で IOS CLIコマンドを実行することを可能に
します。

対話形式の Pythonプロンプト

デバイス上で guestshell run pythonコマンドを実行すると、ゲストシェル内で、対話形式の
Pythonプロンプトが開きます。Pythonの対話モードでは、Cisco Python CLIモジュールから
Python機能を実行してデバイスを設定することができます。

次の例は、対話形式の Pythonプロンプトを有効にする方法を示しています。
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Device# guestshell run python

Python 2.7.5 (default, Jun 17 2014, 18:11:42)
[GCC 4.8.2 20140120 (Red Hat 4.8.2-16)] on linux2
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information.
>>>

Device#

Pythonスクリプト

Pythonスクリプト名を引数として Pythonコマンドで使用することで、Pythonスクリプトを非
インタラクティブモードで実行できます。Pythonスクリプトは、ゲストシェル内からアクセ
ス可能である必要があります。ゲストシェルから Pythonスクリプトにアクセスするには、ゲ
ストシェル内にマウントされているブートフラッシュまたはフラッシュにスクリプトを保存し

ます。

Pythonで import cliが機能するように、ip http serverコマンドを設定する必要があります。（注）

次の Pythonスクリプトの例は、さまざまなCLI関数を使用して showコマンドを設定および出
力します。

Device# more flash:sample_script.py

import sys
import cli

intf= sys.argv[1:]
intf = ''.join(intf[0])

print "\n\n *** Configuring interface %s with 'configurep' function *** \n\n" %intf
cli.configurep(["interface loopback55","ip address 10.55.55.55 255.255.255.0","no
shut","end"])

print "\n\n *** Configuring interface %s with 'configure' function *** \n\n"
cmd='interface %s,logging event link-status ,end' % intf
cli.configure(cmd.split(','))

print "\n\n *** Printing show cmd with 'executep' function *** \n\n"
cli.executep('show ip interface brief')

print "\n\n *** Printing show cmd with 'execute' function *** \n\n"
output= cli.execute('show run interface %s' %intf)
print (output)

print "\n\n *** Configuring interface %s with 'cli' function *** \n\n"
cli.cli('config terminal; interface %s; spanning-tree portfast edge default' %intf)

print "\n\n *** Printing show cmd with 'clip' function *** \n\n"
cli.clip('show run interface %s' %intf)

To run a Python script from the Guest Shell, execute the guestshell run python
/flash/script.py command
at the device prompt.
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The following example shows how to run a Python script from the Guest Shell:

次の例は、ゲストシェルから Pythonスクリプトを実行する方法を示しています。

Device# guestshell run python /flash/sample_script.py loop55

*** Configuring interface loop55 with 'configurep' function ***

Line 1 SUCCESS: interface loopback55
Line 2 SUCCESS: ip address 10.55.55.55 255.255.255.0
Line 3 SUCCESS: no shut
Line 4 SUCCESS: end

*** Configuring interface %s with 'configure' function ***

*** Printing show cmd with 'executep' function ***

Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Vlan1 unassigned YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0 192.0.2.1 YES NVRAM up up
GigabitEthernet1/0/1 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/2 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/3 unassigned YES unset down down

:
:
:

Te1/1/4 unassigned YES unset down down
Loopback55 10.55.55.55 YES TFTP up up
Loopback66 unassigned YES manual up up

*** Printing show cmd with 'execute' function ***

Building configuration...
Current configuration : 93 bytes
!
interface Loopback55
ip address 10.55.55.55 255.255.255.0
logging event link-status
end

*** Configuring interface %s with 'cli' function ***

*** Printing show cmd with 'clip' function ***

Building configuration...
Current configuration : 93 bytes
!
interface Loopback55
ip address 10.55.55.55 255.255.255.0
logging event link-status
end

サポートされる Pythonのバージョン
ゲストシェルは、Pythonバージョン 2.7をプリインストールしています。ゲストシェルは、
仮想化された Linuxベースの環境であり、Ciscoデバイスの自動制御と管理のための Pythonア
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プリケーションを含む、カスタム Linuxアプリケーションを実行するように設計されていま
す。Montavista CGE7がインストールされたプラットフォームは Pythonバージョン 2.7.11をサ
ポートし、CentOS 7がインストールされたプラットフォームは Pythonバージョン 2.7.5をサ
ポートします。

次の表は、Pythonの各バージョンおよびサポート対象のプラットフォームに関する情報を示し
ています。

表 1 : Pythonバージョンサポート

プラットフォームPythonのバージョン

Cisco Catalyst 3650シリーズスイッチおよび
Cisco Catalyst 3850シリーズスイッチを除くす
べてのサポート対象プラットフォーム。

Pythonバージョン 2.7.5

• Cisco Catalyst 3650シリーズスイッチ

• Cisco Catalyst 3850シリーズスイッチ

Pythonバージョン 2.7.11

Cisco IOSXEAmsterdam 17.1.1以降のリリース
でサポートされています。

Cisco IOSXEAmsterdam 17.1.1およびCisco IOS
XEAmsterdam 17.2.1では、PythonV2がデフォ
ルトです。ただし、Cisco IOS XE Amsterdam
17.3.1以降のリリースでは、Python V3がデ
フォルトです。

Cisco Catalyst 9200シリーズスイッ
チは、Cisco IOSXEAmsterdam 17.1.1
およびCisco IOSXEAmsterdam17.2.1
で Python Version 3.6をサポートして
いません。CiscoCatalyst 9200シリー
ズスイッチは、Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.1以降のリリースで
Python V3をサポートしています。

（注）

Cisco Catalyst 3650シリーズスイッ
チおよび Cisco Catalyst 3850シリー
ズスイッチではサポートされていま

せん。

（注）

Pythonバージョン 3.6

CentOS7がインストールされたプラットフォームは、オープンソースリポジトリからのRedhat
Package Manager（RPM）のインストールをサポートします。
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Cisco CLI Pythonモジュールの更新
Cisco CLI Pythonモジュールおよび EEMモジュールは、デバイスにインストール済みです。た
だし、Yumまたは事前にパッケージ化されているバイナリのいずれかを使用してPythonのバー
ジョンを更新する場合は、シスコが提供する CLIモジュールも更新する必要があります。

Pythonバージョン 2がすでにあるデバイスで Pythonバージョン 3への更新を行うと、デバイ
ス上には両方のバージョンの Pythonが存在するようになります。Pythonを実行するには、次
の IOSコマンドのいずれかを使用します。

• guestshell run python2コマンドは、Pythonバージョン 2を有効化します。

• guestshell run python3コマンドは、Pythonバージョン 3を有効化します。

• guestshell run pythonコマンドは、Pythonバージョン 2を有効化します。

（注）

Pythonのバージョンを更新するには、次の方法のいずれかを使用します。

•スタンドアロン tarballのインストール

• CLIモジュールのための PIPのインストール

CLI Pythonモジュールに関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

ゲストシェルゲストシェル

EEMの PythonスクリプトEEM Pythonモジュール
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/configuration/166/b_166_programmability_cg/guest_shell.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/prog/configuration/166/b_166_programmability_cg/eem_python_module.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの製品やテクノロジー
に関するトラブルシューティングにお役立ていただけるように、

マニュアルやツールをはじめとする豊富なオンラインリソースを

提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を入手するために、

Cisco Notification Service（Field Noticeからアクセス）、Cisco
Technical Services Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要です。

CLI Pythonモジュールの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


表 2 : CLI Pythonモジュールの機能情報

機能情報リリース機能名

Pythonプログラマビリティでは、ユー
ザが CLIを使用して IOSと対話できる
ようにする Pythonモジュールが提供さ
れます。

Cisco IOS XE Everest 16.5.1aでは、この
機能は次のプラットフォームに実装さ

れていました。

• Cisco Catalyst 3650シリーズスイッ
チ

• Cisco Catalyst 3850シリーズスイッ
チ

• Cisco Catalyst 9300シリーズスイッ
チ

• Cisco Catalyst 9500シリーズスイッ
チ

Cisco IOS XE Everest 16.5.1bでは、この
機能は次のプラットフォームに実装さ

れていました。

• Cisco 4000シリーズサービス統合
型ルータ

Cisco IOS XE Everest
16.5.1a

CLI Pythonモジュール

この機能は、Cisco Catalyst 9400シリー
ズスイッチに実装されました。

Cisco IOS XE Everest
16.6.2

この機能は、次のプラットフォームに

実装されていました。

• Cisco ASR 1000アグリゲーション
サービスルータ

• Cisco CSR 1000vシリーズクラウド
サービスルータ

Cisco IOS XE Fuji 16.7.1
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CLI Pythonモジュールの機能情報
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